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令和 4 年度 ～ 4 年度 1,493 千円
歳出科目: 02.01.10.02.01

1,493 千円

市費
1,493 千円
国費

0 千円

県費 令和２年度 令和３年度 令和４年度 単位
0 千円 ― 431 　― 件

― 447 406 件

その他

0 千円

1,453 千円

令和４年度 単位
実績値 470 件
目標値 406 件

中程度 ない
ある

ある
⑧受益者負担適
正化余地

ない

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート 10-3

PDCA 主要事業名 防犯活動事業 部課名 総務部防災安全課
金沢
286

目
標
項
目
（

予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

予算額 主要事業とする理由

犯罪被害が生活に与える影響は大きく、住み続けるうえで、防犯力の高い環境形成が不可欠であ
るため。財源内訳

得られる成果

目標値や目指すべき状態

市内刑法犯発生件数
実績値
目標値
実績値

予
算
見
積
書
で
活
用

地域団体や学校、企業、市民の方が防犯活動を主体的に取り組んでいただくとともに、行政や警察
と連携・協働することによりまち全体の防犯意識が高まる。

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

事業概要等

事業概要:

「半田市安全なまちづくり条例」に基づき、地域団体や警察、学校、企業等と連携した
防犯啓発活動や、市民が気軽に参加することのできる防犯活動への参加促進に努め、
「安心・安全なまちづくり」の推進を図る。

事業目的:
市民が安心して暮らせるよう「安心・安全なまちづくり」を推進し、犯罪の未然防止のた
め、市民全体の防犯意識の向上を図る。

事業内容:
防犯協会委員会の開催、関係団体と連携した防犯啓発活動、市民が行う防犯活動
の周知及び援助支援を行う。

問題点・課
題等:

刑法犯認知件数は減少しているが、住宅対象侵入盗や自転車盗、特殊詐欺被害は
継続的課題となっている。

Ｄ 決算額 得られた成果

Ｐ
総合計画: 単位施策: 生活安全

今後の事業
の方向性

目標値
実績値
目標値

必要性

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

評
価
項
目
（

決
算
時
に
作
成
）

警察と連携して防犯啓発活動を行ったことや、防犯教室の開催、自主防犯団体への活動支援によ
り市民の防犯意識を高めることができた。

得
ら
れ
た
成
果
と

実
績
値 成果指標

市内刑法犯発生件数

Ｃ

事業の
評価・課題

B
防犯教室やキャンペーンはコロナ禍前と同規模まで回復し、新たな啓発活動として自動車ナンバープレート盗
難防止ネジ取付キャンペーンを行った。また、一部地域での商店街照明灯撤去に伴い、防犯灯を24灯を設
置し明るさを確保することで、地域の治安維持に寄与した。一方、半導体の不足、物価高騰に伴う車両価
格高騰を主因とする車両、車両関連機器の盗難は県下増加傾向にあり、市内刑法犯発生件数も470件
と前年比増加となった。特に自転車盗は多く発生しているため、警察や関係団体と協力した防犯活動、啓発
活動の強化が求められる。

課
題
の
整
理

Ａ

有効性

改善推進

半田警察署との連携、情報共有を密にし、効果的な防犯啓発に取り組む。多発する自転車盗に対して、盗難車の７割
が無施錠であるため、駐輪車両に対する施錠の習慣化に向けた啓発運動を強化する。また、駐輪場看板の更新を行うこ
とで放置自転車削減を図り、駅駐輪場内での犯罪が発生しにくい環境づくりに努める。その他、地域の防犯活動の更なる
効果向上を目指し、ホームページやFAX等を用いた不審者情報の提供や、研修会開催、地域団体等との連携による啓
発活動を行い、市民の防犯意識の一層の向上に努める。

課
題
解
決
に
向
け

た
今
後
の
方
向
性

観点別評価

効率性
①市の関与の妥当性 妥当 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減

余地②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

③休廃止の影響 大きい ⑥類似事業の有無


